
徳島県で新に帰化植物カロライナツユクサ（Com-

melina caroliniana Walter，ツユクサ科）が見つかったの

で経緯を含めて報告する．

筆者は先に帰化ツユクサとして，シマツユクサ（Com-

melina diffusa Burm. f.）を板野郡藍住町で発見し報告し

た（小川他，2006）．そのことを四国 4県の植物研究会が

集まる四国植物研究会で話題提供したところ，香川県植

物研究会の方から香川県にもシマツユクサがあることを

教えていただいた．状況を確認するために 2006年 11月

22日に現地を訪れたところ，香川県三豊市高瀬町上高

瀬にある，たかせ天然温泉の敷地内で花がツユクサより

小さくシマツユクサらしきものが生育するのを確認でき

た（図 1A）．しかし，徳島県産のシマツユクサとはなん

となく違うのではないかと疑問を持ったものの，相違点

を見いだせないままであった．

一方，高知県では植物誌を作成した（高知県・高知県

牧野記念財団，2009）が，その際メーリングリストを立

ち上げ情報交換を行っている．そのメーリングリストに

坂本彰氏がカロライナツユクサが高知県で見つかったこ

とを投稿した．この情報によりカロライナツユクサとシ

マツユクサの相違点がわかったので，香川県のたかせ天

然温泉に再び出向いて確認したところ，苞が鎌形になら

ず（図 1B），種子の表面が平滑であり（図 1C），カロラ

イナツユクサであることが確認できた．

カロライナツユクサとシマツユクサの最もわかりやす

い識別点は種子の表面の模様である．カロライナツユク

サは種子の表面は平滑である（図 2A）のに対し，シマ

ツユクサは皺がよっている（図 2B）．これ以外にも違い

があり，中村（2012）およびホームページ（http : //www.

juno.dti.ne.jp/̃skknari/Commelina%20.caroliniana%202012..

html）にわかりやすく掲載されているので参考にしてい

ただきたい．

徳島県においては，シマツユクサとされた植物は広く

帰化しており，鳴門市や徳島市，吉野川市山川町（木下

他，2012）でも見つかっている．しかし，前述の種子表

面の模様などの識別形質に着目したカロライナツユクサ

との比較は行われていなかったので，シマツユクサとさ

れたものの中にカロライナツユクサが混じっている可能

性があった．そこで，シマツユクサとされた植物につい

て，産地を訪れ，主に種子の形状を比較したところ，徳
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図 1．カロライナツユクサ（香川県三豊市産）．A：花，B：苞，C：種子．
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島県内でも小松島市と海部郡美波町日和佐の 2カ所のも

のがカロライナツユクサであることが明らかになった．

小松島市（図 3A，B）では，勝浦川北側の水田に 1

カ所，2m四方に広がって生えていた．周囲は水田地帯

で，付近を探したが他の個体は見つからなかった．

美波町日和佐（図 4A，B）では，道の駅の北側のや

や湿った畑に生育していた．ここは前年の 2011年 8月

にシマツユクサとして見つけていた産地である．しかし，

今回の調査で種子の皺がないことでカロライナツユクサ

であることがわかった．ここではカロライナツユクサが

少なくとも 1度は越冬し，定着しつつあることがわかる．

2012年 11月中旬に確認したところ，畑一面に多数の個

体が発芽していた（図 4C）．

以下，種子等の形質によって分類できたシマツユクサ

とカロライナツユクサの標本を引用し，その県内での分

布を図 5に示した．これらの標本はすべて徳島県立博物

館（TKPM）に収蔵している．

カロライナツユクサ Commelina caroliniana

TKPM-BSP079126 香川県三豊市高瀬町上高瀬，たかせ

温泉の庭の池．標高 50-100m．小川誠 No. 20121027003-

01 2012年 10月 27日

TKPM-BSP079217 徳島県小松島市江田町沖須賀，勝浦

川北の水田．標高0-10m．小川誠 No. 20121112020 2012

年 11月 20日

TKPM-BSP079138 徳島県海部郡美波町日和佐奥河内

寺前，道の駅ひわさ北水田．標高 0-10m．小川誠 No.

20121116001 2012年 11月 16日

図 2．種子の比較．A：カロライナツユクサ（徳島県小松島市産），B：シマツユクサ（徳島県徳島市産）．バーは 1mm．

図 3．カロライナツユクサの生育状況（徳島県小松島市）．A：周辺環境，B：生育するカロライナツユクサ．
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シマツユクサ Commelina diffusa

TKPM-BSP079131 徳島県徳島市八万町寺山，田の畦．

標高 0-20m．小川誠 No. 20121107018-01 2012年 11月

7日

TKPM-BSP079219 徳島県徳島市南庄町 5丁目，水田あ

ぜ．標高 0-10m．小川誠 No. 20120929 2012年 9月 29日

TKPM-BSP079136 徳島県鳴門市大麻町牛屋島帆崎前，

蓮田の用水路脇の隣の湿った場所．標高 0-10m．小川誠

No. 20121120018 2012年 11月 16日

TKPM-BSP079137 徳島県鳴門市瀬戸町大島田田尻（島

田島），水田の用水路脇の隣の湿った場所．標高 0-10m．

小川誠 No. 20121120015 2012年 11月 16日

TKPM-BSP079216 徳島県麻植郡鴨島町牛島，水田．

標高10-50m．小川誠 No. 20121107012 2012年11月7日

先に述べたように，県内では他にもシマツユクサとさ

れる植物の産地が多数あるので，今後精査しカロライナ

ツユクサ，シマツユクサの分布を明らかにする必要があ

る．また，シマツユクサは急速に広がっており，カロラ

イナツユクサも日和佐の様子では同様に旺盛な繁殖力が

あると考えられ，水辺の環境を脅かす可能性が高いの

で，駆除などの対策を講じる必要がある．
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図 5．カロライナツユクサ（■）とシマツユクサ（●）の分布．
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